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いままでありがとう、
保育園とお別れの日

　３月26日に松ヶ崎保育園と笹子保育園の閉
園式が行われ、その長い歴史に幕を下ろしま
した。式では園児らに保育証書が手渡された
ほか、かつて卒園した保護者らが文集を読ん
で当時を懐かしんでいました。（記事２㌻・
写真は笹子保育園）

保保保育育育園と園と園と園と園とおおお別別別れれれののの日日日
　３月26日に松ヶ崎保育園と笹子保育園の閉
園式が行われ、その長い歴史に幕を下ろしま
した。式では園児らに保育証書が手渡された
ほか、かつて卒園した保護者らが文集を読ん
で当時を懐かしんでいました。（記事２㌻・で当時を懐かしんでいました。（記事２㌻・
写真は笹子保育園）

　３月26日に松ヶ崎保育園と笹子保育園の閉
園式が行われ、その長い歴史に幕を下ろしま
した。式では園児らに保育証書が手渡された
ほか、かつて卒園した保護者らが文集を読ん
で当時を懐かしんでいました。（記事２㌻・
写真は笹子保育園）
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鳥
海
山
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術

館
の
来
館
者
数
が
、
３
月
23
日

に
20
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

20
万
人
目
の
入
館
者
は
秋
田
市

か
ら
家
族
５
人
で
訪
れ
た
相
馬

心
梨
ち
ゃ
ん
（
０
歳
）
で
す
。

記
念
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
く
す

玉
が
割
ら
れ
、
湊
市
長
か
ら
姉

の
杏
梨
ち
ゃ
ん
（
６
歳
）
へ
記

念
品
一
式
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

節
目
の
来
館
者
と
な
っ
た
心

梨
ち
ゃ
ん
の
母
、
相
馬
悦
子
さ

ん
（
37
歳
）
は
「
来
館
と
同
時

に
、
職
員
の
皆
さ
ん
に
出
迎
え

て
い
た
だ
い
た
の
で
驚
き
ま
し

た
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
木

の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
遊
具
や

　
旭
町
自
主
防
災
会
（
本
荘
西

部
地
区
）
が
令
和
３
年
度
秋
田

県
優
良
自
主
防
災
組
織
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、

特
に
優
れ
た
活
動
を
行
っ
て
い

る
自
主
防
災
組
織
へ
、
県
か
ら

贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
表
彰
式
は
３
月
17
日
に
由
利

地
域
振
興
局
で
行
わ
れ
、
旭
町

自
主
防
災
会
の
関
口
隆
史
会
長
、

村
上
文
男
防
災
委
員
長
が
出
席

し
ま
し
た
。
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地
域
と
一
緒
に
歩
ん
だ
歴
史

３
月
26
日
㊏

松
ヶ
崎
・
笹
子
保
育
園
閉
園
式

　
笹
子
保
育
園
で
行
わ
れ
た
閉

園
式
で
は
、
村
上
江
利
子
園
長

か
ら
在
園
児
10
人
へ
保
育
証
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
閉
園
式
の
終
了
後
、
閉
園
を

記
念
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
会
が
行

わ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
園
の
歴
史

が
紹
介
さ
れ
る
と
共
に
、
卒
園

児
や
在
園
児
ら
の
思
い
出
を
振

り
返
る
映
像
が
流
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
卒
園
し
た

地
域
住
民
ら
も
映
像
に
登
場
し
、

閉
園
を
惜
し
む
声
と
共
に
在
園

児
ら
の
活
躍
を
応
援
す
る
コ
メ

ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
松
ヶ
崎
体
育
館
で
行
わ
れ
た

閉
園
式
で
は
、
在
園
児
９
人
に

鈴
木
和
枝
園
長
か
ら
保
育
証
書

が
手
渡
さ
れ
た
ほ
か
、
園
児
ら

に
よ
る
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
の
踊

り
や
、
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
平
成
５

年
に
保
育
園
内
に
埋
め
ら
れ
た

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
封
。
将

来
の
夢
や
手
型
、
似
顔
絵
な
ど

が
取
り
出
さ
れ
、
集
ま
っ
た
保

護
者
や
職
員
ら
は
懐
か
し
そ
う

に
作
品
を
眺
め
な
が
ら
、
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

お
も
ち
ゃ
は
見
た
目
が
か
わ
い

い
の
で
子
ど
も
た
ち
も
喜
び
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ま
た
来
よ
う
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
旭
町
は
津
波
浸
水
想
定
区
域

内
に
位
置
し
て
お
り
、
同
会
で

は
「
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
作
戦
」

と
名
付
け
た
独
自
の
安
否
確
認

訓
練
を
繰
り
返
し
、
住
民
の
防

災
意
識
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
関
口
会
長
は
「
防
災
活
動
に

到
達
点
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
繰
り
返
し
、
反
復

を
大
事
に
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
本
荘
法
人
会
女
性
部
か
ら
こ

の
ほ
ど
、
防
犯
グ
ッ
ズ
が
教
育

委
員
会
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
14
日
、
本
荘
法
人
会
女

性
部
の
渡
邊
公
美
子
部
会
長
ら

が
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、
秋
山

教
育
長
へ
自
由
帳
や
鉛
筆
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　
寄
贈
品
に
は
、
子
ど
も
た
ち

へ
不
審
者
と
遭
遇
し
た
と
き
の

対
応
を
教
え
る
「
い
か
の
お
す

し
」の
標
語
が
書
か
れ
て
お
り
、

全
市
の
小
学
校
１
年
生
に
配
布

さ
れ
ま
す
。

　
渡
邊
部
会
長
は
「
標
語
に
触

れ
る
こ
と
で
、
頼
れ
る
大
人
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
思
い
出

し
て
欲
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
か
ら
こ
の
ほ
ど
、

小
学
校
５
年
生
向
け
の
補
助
教

材
「
農
業
と
わ
た
し
た
ち
の
く

ら
し
」
の
冊
子
８
３
５
部
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
13
枚
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
18
日
、
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん

せ
い
の
小
松
忠
彦
代
表
理
事
組

合
長
ら
が
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、

秋
山
教
育
長
に
教
材
を
手
渡
し

ま
し
た
。
小
松
組
合
長
は
「
身

近
な
農
業
を
通
じ
て
、
食
の
大

切
さ
を
伝
え
る
学
習
に
活
用
し

て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
農
業
従
事

者
の
励
み
に
も
な
る
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
補
助
教
材
は
、

農
業
体
験
学
習
な
ど
で
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

Yurihonjo City TopicsYurihonjo City Topics

大
人
を
頼
れ
る
よ
う
に

本
荘
法
人
会
女
性
部
が
防
犯
グ
ッ
ズ
を
寄
贈

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
が
市
内
全
小
学
校
へ

農
業
の
理
解
を
深
め
る
補
助
教
材
寄
贈

寄贈品を手にする秋山教育長（左）、渡邊部会
長（中）と幸島さん（右）

寄贈品を手にする秋山教育長（左）と
小松組合長（右）

木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館

来
館
者
数
20
万
人
突
破
!

日
頃
の
備
え
を
大
事
に

旭
町
自
主
防
災
会
が
県
表
彰

プレートや木のおもちゃ、心梨ちゃんの手型を使っ
た記念品を受け取る杏梨ちゃん（右）

市長のつぶやき日記 市長の湊です。私のSNSに投稿した内容の一部をお伝えします。

3月19日㈯投稿　北前船寄港地フォーラム
in秋田

3月24日㈭投稿　TDK由利本荘社宅整備事業
　　　　 新築工事安全祈願祭

　
秋
田
市
を
会
場
に
、
各

地
の
首
長
が
集
い
「
北
前

船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
「
古
雪

湊
」「
石
脇
湊
」
と
筋
向

か
い
に
２
つ
の
湊
が
あ
り
、

客
船
を
取
り
合
う
事
件
が

あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
他
地

域
に
は
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
寄
港
地
な
ど
全
国
各
地

と
の
連
携
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
！

　
官
民
連
携
に
よ
る
「
一

番
堰
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」、
こ
の
た
び
Ｔ

Ｄ
Ｋ
社
宅
整
備
事
業
の
安

全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
約
２
５
０
室
の
社
員
寮

が
建
設
さ
れ
、
寮
内
に
は

一
般
利
用
で
き
る
食
堂
や

ジ
ム
も
！

　
全
国
的
に
も
例
を
見
な

い
官
民
連
携
の
ま
ち
づ
く

り
、
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト

で
す
！

表彰状を受け取る関口会長（左） くす玉の下で記念撮影をする湊市長（左）と相馬さん一家（右）

笹子保育園　卒園児1,284人
昭和44年度～令和3年度

松ヶ崎保育園　卒園児1,114人
昭和39年度～令和3年度

式典には在園児や保護者、地域住民ら約100人が
参加し、地元神楽講による舞も披露されました

全園児や保護者ら約50人が参加し、閉園を記念したDVD
鑑賞会では保護者らの園児だった頃の写真も流れました

手話を交えながら
歌「にじ」を合唱

園児から職員全員へお礼
のプレゼントを手渡し タイムカプセル開封の瞬間

保
育
証
書
を
見
せ
る
園
児
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表
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表
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活
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。

　
表
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事
組

合
長
ら
が
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、

秋
山
教
育
長
に
教
材
を
手
渡
し

ま
し
た
。
小
松
組
合
長
は
「
身

近
な
農
業
を
通
じ
て
、
食
の
大

切
さ
を
伝
え
る
学
習
に
活
用
し

て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
農
業
従
事

者
の
励
み
に
も
な
る
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
補
助
教
材
は
、

農
業
体
験
学
習
な
ど
で
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

Yurihonjo City TopicsYurihonjo City Topics

大
人
を
頼
れ
る
よ
う
に

本
荘
法
人
会
女
性
部
が
防
犯
グ
ッ
ズ
を
寄
贈

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
が
市
内
全
小
学
校
へ

農
業
の
理
解
を
深
め
る
補
助
教
材
寄
贈

寄贈品を手にする秋山教育長（左）、渡邊部会
長（中）と幸島さん（右）

寄贈品を手にする秋山教育長（左）と
小松組合長（右）

木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館

来
館
者
数
20
万
人
突
破
!

日
頃
の
備
え
を
大
事
に

旭
町
自
主
防
災
会
が
県
表
彰

プレートや木のおもちゃ、心梨ちゃんの手型を使っ
た記念品を受け取る杏梨ちゃん（右）

市長のつぶやき日記 市長の湊です。私のSNSに投稿した内容の一部をお伝えします。

3月19日㈯投稿　北前船寄港地フォーラム
in秋田

3月24日㈭投稿　TDK由利本荘社宅整備事業
　　　　 新築工事安全祈願祭

　
秋
田
市
を
会
場
に
、
各

地
の
首
長
が
集
い
「
北
前

船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
「
古
雪

湊
」「
石
脇
湊
」
と
筋
向

か
い
に
２
つ
の
湊
が
あ
り
、

客
船
を
取
り
合
う
事
件
が

あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
他
地

域
に
は
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
寄
港
地
な
ど
全
国
各
地

と
の
連
携
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
！

　
官
民
連
携
に
よ
る
「
一

番
堰
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」、
こ
の
た
び
Ｔ

Ｄ
Ｋ
社
宅
整
備
事
業
の
安

全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
約
２
５
０
室
の
社
員
寮

が
建
設
さ
れ
、
寮
内
に
は

一
般
利
用
で
き
る
食
堂
や

ジ
ム
も
！

　
全
国
的
に
も
例
を
見
な

い
官
民
連
携
の
ま
ち
づ
く

り
、
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト

で
す
！

表彰状を受け取る関口会長（左） くす玉の下で記念撮影をする湊市長（左）と相馬さん一家（右）

笹子保育園　卒園児1,284人
昭和44年度～令和3年度

松ヶ崎保育園　卒園児1,114人
昭和39年度～令和3年度

式典には在園児や保護者、地域住民ら約100人が
参加し、地元神楽講による舞も披露されました

全園児や保護者ら約50人が参加し、閉園を記念したDVD
鑑賞会では保護者らの園児だった頃の写真も流れました

手話を交えながら
歌「にじ」を合唱

園児から職員全員へお礼
のプレゼントを手渡し タイムカプセル開封の瞬間

保
育
証
書
を
見
せ
る
園
児
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1
交
通
事
業
者
が
行
う
割
引
に
対
し
て

支
援
し
ま
す

　
市
で
は
地
域
公
共
交
通
利
用
促

進
事
業
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
て
い
る
交

通
事
業
者
が
実
施
す
る
割
引
に
対

し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。
い
ず
れ

の
事
業
も
予
算
額
に
達
し
次
第
、

割
引
終
了
と
な
り
ま
す
。

◆
路
線
バ
ス
応
援
事
業
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
（
羽
後
交
通
）

事
業
内
容

「
回
数
券
」
を
50
㌫
引
き

販
売
期
間

４
月
１
日
㈮

〜
令
和
５
年

２
月
28
日
㈫

◆
タ
ク
シ
ー
応
援
事
業
　
　
　
　

　
　
　（
市
内
タ
ク
シ
ー
業
者
）

事
業
内
容
　
「
初
乗
り
運
賃
」
を

５
０
０
円
引
き

※

初
回
は
通
常
運
賃
を
支
払
い
、

そ
の
際
に
割
引
券
を
１
枚
交
付
。

次
回
乗
車
の
際
に
１
枚
使
用
す
る

と
、
ま
た
１
枚

交
付
し
ま
す
。

配
布
・
利
用
期
間

４
月
１
日
㈮

〜
令
和
５
年

２
月
28
日
㈫

◆
三
セ
ク
鉄
道
応
援
事
業
　
　
　

　
　
　
　
　
（
由
利
高
原
鉄
道
）

事
業
内
容

①
貸
し
切
り
列
車
を
50
㌫
引
き

②
リ
ピ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実

　
施…

「
楽
楽
遊
遊
乗
車
券
」
も

　
し
く
は
「
お
も
ち
ゃ
切
符
」
の

　
購
入
者
に「
楽
楽
遊
遊
乗
車
券
」

　
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

③
レ
ス
ト
ラ
ン
列
車
の
運
行

④
地
域
住
民
に
よ
る
「
大
人
の
遠

　
足
」
の
実
施

⑤
矢
島
魅
力
体
験
ツ
ア
ー
の
実
施

※

①
②
は
県
補
助
を
含
め
た
割
引
。

③
〜
⑤
は
事
業
の
準
備
が
で
き
次

第
、
由
利
高
原
鉄
道
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
・
募
集
し
ま
す
。

販
売
・
実
施
期
間
　
４
月
１
日
㈮

〜
令
和
５
年
２
月
28
日
㈫

※

②
は
提
供

期
限
が
12
月

31
日
ま
で
、

使
用
期
限
が

令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で

で
す
。

2
認
知
症
カ
フ
ェ
運
営
補
助
金
の

申
請
団
体
を
募
集
し
ま
す

　
認
知
症
カ
フ
ェ
と
は
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
で
き
る
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
、
地
域
の
人
、

専
門
職
な
ど
が
集
い
、
情
報
交
換

や
相
談
な
ど
を
し
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
場
で
す
。

　
市
で
は
認
知
症
カ
フ
ェ
を
自
主

的
に
運
営
す
る
取
り
組
み
を
支
援

す
る
た
め
、
運
営
す
る
団
体
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。
詳
細
は
申

請
窓
口
に
備
え
付
け
の
「
申
請
の

手
引
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
手

引
き
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
記
二
次

元
コ
ー
ド
）

か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

補
助
金
上
限
額

10
万
円

募
集
期
間
　
４
月
15
日
㈮
〜
28
日

㈭補
助
期
間
　
５
月
１
日
㈰
〜
令
和

５
年
３
月
31
日
㈮

※

申
請
書
の
受
け
付
け
後
、
申
請

内
容
を
審
査
の
上
、
補
助
金
の
交

付
団
体
を
決
定
し
ま
す
。

3
市
の
行
政
改
革
推
進
委
員
を

募
集
し
ま
す

　
市
の
行
政
改
革
大
綱
の
推
進
な

ど
に
対
し
意
見
や
助
言
を
行
う

「
行
政
改
革
推
進
委
員
」
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
員

２
人
以
内

任
期
　
１
年
（
委
嘱
日
〜
令
和
５

年
３
月
31
日
）

報
酬
　
１
回
に
つ
き
６
５
０
０
円

と
交
通
費
を
支
給

応
募
資
格

18
歳
以
上
で
市
内
に

在
住
、
ま
た
は
市
内
の
事
業
所
な

ど
に
お
勤
め
の
方

※

平
日
の
日
中
に
開
催
す
る
委
員

会
（
年
間
２
回
程
度
）
に
出
席
で

き
な
い
方
、
国
ま
た
は
地
方
公
共

団
体
の
議
員
お
よ
び
職
員
、
市
行

政
改
革
の
推
進
に
係
る
公
募
委
員

を
２
期
以
上
務
め
ら
れ
た
方
は
応

募
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

応
募
方
法

①
電
子
申
請

　
（
下
記
二

　
次
元
コ
ー

　
ド
か
ら
）

②
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

　
た
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
メ
ー
ル
で
提
出

※

同
ペ
ー
ジ
内
の
掲
載
場
所
は

「
市
政
・
ま
ち
づ
く
り
」↓「
行
政

情
報
」↓「
行
政
改
革
・
評
価
」。

応
募
期
限
　
５
月
16
日
㈪

選
考
　
応
募
書
類
の
審
査
に
よ
り

選
考
し
、
選
考
結
果
は
応
募
者
全

員
に
通
知

※

応
募
者
の
個
人
情
報
に
つ
い
て

は
、
条
例
に
基
づ
き
厳
重
に
管
理

し
、
目
的
以
外
の
使
用
や
第
三
者

に
開
示
・
提
供
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

☎
24―

６
３
７
８

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
推
進
課

☎
24―

６
３
４
５

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
24―

６
３
８
３

 gyokaku@
city.

　
　
　 yurihonjo.lg.jp 

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

行
政
改
革
推
進
課

②
は
提
供月

使
用
期
限
が

令
和
５
年
３

日
ま
で

4
農
業
関
係
支
援
事
業
の

要
望
を
受
け
付
け
ま
す

❶
米
調
製
出
荷
低
コ
ス
ト
省
力
化

　
支
援
事
業

　
低
コ
ス
ト
化
や
省
力
化
に
向
け

た
フ
レ
コ
ン
に
よ
る
調
製
出
荷
体

制
の
構
築
費
用
に
対
し
て
助
成
し

ま
す
。要
望
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

計
画
が
あ
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

要
件
　
米
の
調
製
出
荷
作
業
面
積

が
12
㌶
以
上
で
あ
る
こ
と

対
象
者

農
業
者
、
農
業
法
人
、

集
落
営
農
組
合
、
農
業
者
で
構
成

さ
れ
る
任
意
作
業
組
織

補
助
対
象
経
費
　
フ
レ
コ
ン
タ
ン

ク
、
昇
降
機
、
台
は
か
り
の
導
入

費
用
お
よ
び
設
置
費
用

補
助
率
　
４
分
の
１
以
内
（
上
限

30
万
円
）

申
込
期
限
　
５
月
20
日
㈮

※

事
業
採
択
は
審
査
会
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

❷
農
作
物
等
獣
害
防
止
対
策

　
支
援
事
業

　
有
害
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
を

防
止
す
る
た
め
の
電
気
柵
な
ど
の

資
材
導
入
費
に
対
し
て
助
成
し
ま

す
。
要
望
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

計
画
が
あ
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

要
件
　
農
作
物
の
販
売
を
目
的
と

す
る
自
己
の
経
営
農
地
へ
電
気
柵

を
設
置
す
る
者
で
あ
る
こ
と

対
象
者
　
農
業
者
、
法
人

補
助
対
象
　
電
気
柵
（
電
線
、支
柱
、

充
電
器
、
太
陽
光
発
電
機
、
電
源

装
置
、
注
意
標
識
な
ど
）
の
導
入

費
用
の
合
計
額
（
税
抜
き
）
が
１

万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

補
助
対
象
外
　
▽
太
陽
光
発
電
機

の
み
単
体
の
導
入
な
ど
は
被
害
防

止
の
効
果
が
期
待
で
き
な
い
た
め

除
く
　
▽
パ
ソ
コ
ン
、
モ
ニ
タ
ー
、

テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、カ
メ
ラ
、ビ
デ
オ
、

乾
電
池
を
除
く
　
▽
わ
な
や
捕
獲

を
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く

補
助
率
　
２
分
の
１
以
内
（
上
限

10
万
円
）

申
込
期
限
　
５
月
９
日
㈪

※

事
業
採
択
は
審
査
会
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

❸
水
管
理
省
力
化
装
置
導
入

　
支
援
事
業

　
水
田
の
水
管
理
省
力
化
の
た
め

に
遠
隔
で
水
位
を
計
測
す
る
装
置

や
遠
隔
に
よ
り
操
作
が
可
能
な
給

排
水
装
置
の
導
入
に
対
し
て
助
成

し
ま
す
。
要
望
を
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
計
画
が
あ
る
場
合
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

要
件
　
自
己
の
経
営
す
る
水
田
に

設
置
す
る
た
め
の
導
入
で
あ
る
こ

と

対
象
者
　
市
が
策
定
す
る
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
地
域
の
中
心
と
な
る

経
営
体

補
助
対
象
　
水
田
の
水
位
を
遠
隔

に
よ
り
計
測
す
る
た
め
の
水
位
セ

ン
サ
ー
お
よ
び
遠
隔
に
よ
る
操
作

が
可
能
な
給
排
水
装
置
の
導
入
費

※

た
め
池
や
農
業
用
水
路
な
ど
水

田
以
外
へ
の
設
置
を
目
的
と
す
る

も
の
を
除
く
。

補
助
率
　
２
分
の
１
以
内
（
上
限

20
万
円
）

申
込
期
限
　
５
月
９
日
㈪

※

事
業
採
択
は
審
査
会
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

❹
農
業
６
次
産
業
化

　
支
援
事
業

　
市
内
で
生
産
さ
れ
る
農
林
水
産

物
の
付
加
価
値
化
と
農
林
漁
家
の

所
得
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
加

工
・
販
売
に
係
る
施
設
整
備
や
備

品
整
備
に
伴
う
費
用
の
一
部
を
支

援
し
ま
す
。

対
象
者

①
農
林
漁
家
を
中
心
と
す
る
団
体

　
ま
た
は
法
人

②
農
林
漁
家
（
個
人
）

※

各
種
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

保
健
所
と
の
事
前
調
整
が
必
要
で

す
。

申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈫

※

事
業
採
択
は
審
査
会
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

150 万円

60万円

60万円

5
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
を

助
成
し
ま
す

市
で
は
本
年
度
も
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
資
金
助
成
事
業
を
行
い
ま
す
。

対
象
や
助
成
金
額
の
上
限
、
必
要

書
類
な
ど
は
助
成
種
類
に
よ
り
異

な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ

い
。

助
成
種
類
　「
一
般
型
」「
子
育
て

世
帯
支
援
型
」「
空
き
家
購
入
支

援
型
」「
移
住・転
入
支
援
型
」「
災

害
復
旧
支
援
型
」
の
５
種
類

受
け
付
け
開
始
　
４
月
１
日
㈮

❹の補助対象・補助率

限度額事業項目 区　分 補助率
団体・法人
個　　人
団体・法人
個　　人
団体・法人
個　　人

１／２以内
１／３以内
１／２以内
１／３以内
１／２以内
１／３以内

加工施設整備

販売施設整備

備 品 整 備

要
望・問
い
合
わ
せ
先

❶
〜
❸
に
つ
い
て

農
業
振
興
課

農
政
班

☎
24―

６
３
５
３

ま
た
は
各
総
合
支
所

産
業
建
設
課

❹
に
つ
い
て

農
業
振
興
課

担
い
手
支
援
班

☎
24―

６
２
３
４

ま
た
は
各
総
合
支
所

産
業
建
設
課

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

建
築
住
宅
課
（
総
合
窓
口
）

☎
24―

６
３
３
４

ま
た
は
各
総
合
支
所

産
業
建
設
課
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1
交
通
事
業
者
が
行
う
割
引
に
対
し
て

支
援
し
ま
す

　
市
で
は
地
域
公
共
交
通
利
用
促

進
事
業
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
て
い
る
交

通
事
業
者
が
実
施
す
る
割
引
に
対

し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。
い
ず
れ

の
事
業
も
予
算
額
に
達
し
次
第
、

割
引
終
了
と
な
り
ま
す
。

◆
路
線
バ
ス
応
援
事
業
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
（
羽
後
交
通
）

事
業
内
容

「
回
数
券
」
を
50
㌫
引
き

販
売
期
間

４
月
１
日
㈮

〜
令
和
５
年

２
月
28
日
㈫

◆
タ
ク
シ
ー
応
援
事
業
　
　
　
　

　
　
　（
市
内
タ
ク
シ
ー
業
者
）

事
業
内
容
　
「
初
乗
り
運
賃
」
を

５
０
０
円
引
き

※

初
回
は
通
常
運
賃
を
支
払
い
、

そ
の
際
に
割
引
券
を
１
枚
交
付
。

次
回
乗
車
の
際
に
１
枚
使
用
す
る

と
、
ま
た
１
枚

交
付
し
ま
す
。

配
布
・
利
用
期
間

４
月
１
日
㈮

〜
令
和
５
年

２
月
28
日
㈫

◆
三
セ
ク
鉄
道
応
援
事
業
　
　
　

　
　
　
　
　
（
由
利
高
原
鉄
道
）

事
業
内
容

①
貸
し
切
り
列
車
を
50
㌫
引
き

②
リ
ピ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実

　
施…

「
楽
楽
遊
遊
乗
車
券
」
も

　
し
く
は
「
お
も
ち
ゃ
切
符
」
の

　
購
入
者
に「
楽
楽
遊
遊
乗
車
券
」

　
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

③
レ
ス
ト
ラ
ン
列
車
の
運
行

④
地
域
住
民
に
よ
る
「
大
人
の
遠

　
足
」
の
実
施

⑤
矢
島
魅
力
体
験
ツ
ア
ー
の
実
施

※

①
②
は
県
補
助
を
含
め
た
割
引
。

③
〜
⑤
は
事
業
の
準
備
が
で
き
次

第
、
由
利
高
原
鉄
道
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
・
募
集
し
ま
す
。

販
売
・
実
施
期
間
　
４
月
１
日
㈮

〜
令
和
５
年
２
月
28
日
㈫

※

②
は
提
供

期
限
が
12
月

31
日
ま
で
、

使
用
期
限
が

令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で

で
す
。

2
認
知
症
カ
フ
ェ
運
営
補
助
金
の

申
請
団
体
を
募
集
し
ま
す

　
認
知
症
カ
フ
ェ
と
は
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
で
き
る
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
、
地
域
の
人
、

専
門
職
な
ど
が
集
い
、
情
報
交
換

や
相
談
な
ど
を
し
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
場
で
す
。

　
市
で
は
認
知
症
カ
フ
ェ
を
自
主

的
に
運
営
す
る
取
り
組
み
を
支
援

す
る
た
め
、
運
営
す
る
団
体
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。
詳
細
は
申

請
窓
口
に
備
え
付
け
の
「
申
請
の

手
引
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
手

引
き
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
記
二
次

元
コ
ー
ド
）

か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

補
助
金
上
限
額

10
万
円

募
集
期
間
　
４
月
15
日
㈮
〜
28
日

㈭補
助
期
間
　
５
月
１
日
㈰
〜
令
和

５
年
３
月
31
日
㈮

※

申
請
書
の
受
け
付
け
後
、
申
請

内
容
を
審
査
の
上
、
補
助
金
の
交

付
団
体
を
決
定
し
ま
す
。

3
市
の
行
政
改
革
推
進
委
員
を

募
集
し
ま
す

　
市
の
行
政
改
革
大
綱
の
推
進
な

ど
に
対
し
意
見
や
助
言
を
行
う

「
行
政
改
革
推
進
委
員
」
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
員

２
人
以
内

任
期
　
１
年
（
委
嘱
日
〜
令
和
５

年
３
月
31
日
）

報
酬
　
１
回
に
つ
き
６
５
０
０
円

と
交
通
費
を
支
給

応
募
資
格

18
歳
以
上
で
市
内
に

在
住
、
ま
た
は
市
内
の
事
業
所
な

ど
に
お
勤
め
の
方

※

平
日
の
日
中
に
開
催
す
る
委
員

会
（
年
間
２
回
程
度
）
に
出
席
で

き
な
い
方
、
国
ま
た
は
地
方
公
共

団
体
の
議
員
お
よ
び
職
員
、
市
行

政
改
革
の
推
進
に
係
る
公
募
委
員

を
２
期
以
上
務
め
ら
れ
た
方
は
応

募
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

応
募
方
法

①
電
子
申
請

　
（
下
記
二

　
次
元
コ
ー

　
ド
か
ら
）

②
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

　
た
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
メ
ー
ル
で
提
出

※

同
ペ
ー
ジ
内
の
掲
載
場
所
は

「
市
政
・
ま
ち
づ
く
り
」↓「
行
政

情
報
」↓「
行
政
改
革
・
評
価
」。

応
募
期
限
　
５
月
16
日
㈪

選
考
　
応
募
書
類
の
審
査
に
よ
り

選
考
し
、
選
考
結
果
は
応
募
者
全

員
に
通
知

※

応
募
者
の
個
人
情
報
に
つ
い
て

は
、
条
例
に
基
づ
き
厳
重
に
管
理

し
、
目
的
以
外
の
使
用
や
第
三
者

に
開
示
・
提
供
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

☎
24―

６
３
７
８

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
推
進
課

☎
24―

６
３
４
５

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
24―

６
３
８
３

 gyokaku@
city.

　
　
　 yurihonjo.lg.jp 

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

行
政
改
革
推
進
課

4
農
業
関
係
支
援
事
業
の

要
望
を
受
け
付
け
ま
す

❶
米
調
製
出
荷
低
コ
ス
ト
省
力
化

　
支
援
事
業

　
低
コ
ス
ト
化
や
省
力
化
に
向
け

た
フ
レ
コ
ン
に
よ
る
調
製
出
荷
体

制
の
構
築
費
用
に
対
し
て
助
成
し

ま
す
。要
望
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

計
画
が
あ
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

要
件
　
米
の
調
製
出
荷
作
業
面
積

が
12
㌶
以
上
で
あ
る
こ
と

対
象
者

農
業
者
、
農
業
法
人
、

集
落
営
農
組
合
、
農
業
者
で
構
成

さ
れ
る
任
意
作
業
組
織

補
助
対
象
経
費
　
フ
レ
コ
ン
タ
ン

ク
、
昇
降
機
、
台
は
か
り
の
導
入

費
用
お
よ
び
設
置
費
用

補
助
率
　
４
分
の
１
以
内
（
上
限

30
万
円
）

申
込
期
限
　
５
月
20
日
㈮

※

事
業
採
択
は
審
査
会
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

❷
農
作
物
等
獣
害
防
止
対
策

　
支
援
事
業

　
有
害
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
を

防
止
す
る
た
め
の
電
気
柵
な
ど
の

資
材
導
入
費
に
対
し
て
助
成
し
ま

す
。
要
望
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

計
画
が
あ
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

要
件
　
農
作
物
の
販
売
を
目
的
と

す
る
自
己
の
経
営
農
地
へ
電
気
柵

を
設
置
す
る
者
で
あ
る
こ
と

対
象
者
　
農
業
者
、
法
人

補
助
対
象
　
電
気
柵
（
電
線
、支
柱
、

充
電
器
、
太
陽
光
発
電
機
、
電
源

装
置
、
注
意
標
識
な
ど
）
の
導
入

費
用
の
合
計
額
（
税
抜
き
）
が
１

万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

補
助
対
象
外
　
▽
太
陽
光
発
電
機

の
み
単
体
の
導
入
な
ど
は
被
害
防

止
の
効
果
が
期
待
で
き
な
い
た
め

除
く
　
▽
パ
ソ
コ
ン
、
モ
ニ
タ
ー
、

テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、カ
メ
ラ
、ビ
デ
オ
、

乾
電
池
を
除
く
　
▽
わ
な
や
捕
獲

を
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く

補
助
率
　
２
分
の
１
以
内
（
上
限

10
万
円
）

申
込
期
限
　
５
月
９
日
㈪

※

事
業
採
択
は
審
査
会
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

❸
水
管
理
省
力
化
装
置
導
入

　
支
援
事
業

　
水
田
の
水
管
理
省
力
化
の
た
め

に
遠
隔
で
水
位
を
計
測
す
る
装
置

や
遠
隔
に
よ
り
操
作
が
可
能
な
給

排
水
装
置
の
導
入
に
対
し
て
助
成

し
ま
す
。
要
望
を
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
計
画
が
あ
る
場
合
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

要
件
　
自
己
の
経
営
す
る
水
田
に

設
置
す
る
た
め
の
導
入
で
あ
る
こ

と

対
象
者
　
市
が
策
定
す
る
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
地
域
の
中
心
と
な
る

経
営
体

補
助
対
象
　
水
田
の
水
位
を
遠
隔

に
よ
り
計
測
す
る
た
め
の
水
位
セ

ン
サ
ー
お
よ
び
遠
隔
に
よ
る
操
作

が
可
能
な
給
排
水
装
置
の
導
入
費

※

た
め
池
や
農
業
用
水
路
な
ど
水

田
以
外
へ
の
設
置
を
目
的
と
す
る

も
の
を
除
く
。

補
助
率
　
２
分
の
１
以
内
（
上
限

20
万
円
）

申
込
期
限
　
５
月
９
日
㈪

※

事
業
採
択
は
審
査
会
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

❹
農
業
６
次
産
業
化

　
支
援
事
業

　
市
内
で
生
産
さ
れ
る
農
林
水
産

物
の
付
加
価
値
化
と
農
林
漁
家
の

所
得
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
加

工
・
販
売
に
係
る
施
設
整
備
や
備

品
整
備
に
伴
う
費
用
の
一
部
を
支

援
し
ま
す
。

対
象
者

①
農
林
漁
家
を
中
心
と
す
る
団
体

　
ま
た
は
法
人

②
農
林
漁
家
（
個
人
）

※

各
種
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

保
健
所
と
の
事
前
調
整
が
必
要
で

す
。

申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈫

※

事
業
採
択
は
審
査
会
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

150 万円

60万円

60万円

5
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
を

助
成
し
ま
す

市
で
は
本
年
度
も
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
資
金
助
成
事
業
を
行
い
ま
す
。

対
象
や
助
成
金
額
の
上
限
、
必
要

書
類
な
ど
は
助
成
種
類
に
よ
り
異

な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ

い
。

助
成
種
類
　「
一
般
型
」「
子
育
て

世
帯
支
援
型
」「
空
き
家
購
入
支

援
型
」「
移
住・転
入
支
援
型
」「
災

害
復
旧
支
援
型
」
の
５
種
類

受
け
付
け
開
始
　
４
月
１
日
㈮

❹の補助対象・補助率

限度額事業項目 区　分 補助率
団体・法人
個　　人
団体・法人
個　　人
団体・法人
個　　人

１／２以内
１／３以内
１／２以内
１／３以内
１／２以内
１／３以内

加工施設整備

販売施設整備

備 品 整 備

要
望・問
い
合
わ
せ
先

❶
〜
❸
に
つ
い
て

農
業
振
興
課

農
政
班

☎
24―

６
３
５
３

ま
た
は
各
総
合
支
所

産
業
建
設
課

❹
に
つ
い
て

農
業
振
興
課

担
い
手
支
援
班

☎
24―

６
２
３
４

ま
た
は
各
総
合
支
所

産
業
建
設
課

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

建
築
住
宅
課
（
総
合
窓
口
）

☎
24―

６
３
３
４

ま
た
は
各
総
合
支
所

産
業
建
設
課
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6
羽
後
本
荘
駅
　駅
前
広
場
・
駅
東
広
場

整
備
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
昨
年
、
羽
後
本
荘
駅
舎
と
東
西

自
由
通
路
を
供
用
開
始
し
、
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
本
年
度

末
ま
で
引
き
続
き
駅
前
・
駅
東
広

場
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
駅
前
広
場
は
、
現
在
の
広
場
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
歩
道
シ
ェ
ル

タ
ー
（
屋
根
）
を
設
置
し
、
現
在

の
駐
車
場
は
有
料
駐
車
場
と
し
て

整
備
し
ま
す
。

　
駅
東
広
場
は
、
現
在
仮
設
供
用

し
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
も
歩
道

シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
し
、
有
料
駐

車
場
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
工
事

着
手
の
際
に
は
、
あ
ら
た
め
て
本

紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
は
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
駅
前
・

駅
東
広
場
と
も
に
安
全
性
や
利
便

性
向
上
の
た
め
、
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

☎
24―
６
３
３
２

7
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
支
援
に
係
る

募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す

　
平
穏
な
生
活
と
命
が
脅
か
さ
れ

て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
を
支

援
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
募
金

箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
集
ま
っ
た
募
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ

て
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
で
の
人

道
危
機
対
応

お
よ
び
ウ
ク

ラ
イ
ナ
か
ら

の
避
難
民
を
受
け
入
れ
る
周
辺
国

と
そ
の
他
の
国
々
に
お
け
る
救
援

活
動
の
支
援
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　
１
日
も
早
い
事
態
の
収
束
を
願

い
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
箱
設
置
場
所

▽
市
役
所
本
庁
舎
　
▽
鶴
舞
会
館

▽
各
総
合
支
所

募
金
箱
設
置
期
間

５
月
31
日
㈫
ま
で

駅前広場▶

◀駅東広場

※画像はイメージです。実際の完成と異なる場合があります。

開
設
時
間

８
時
半
〜
17
時
15
分

※
日
赤
で
は
こ
の
ほ
か
に
も
「
福

島
県
沖
地
震
災
害
義
援
金
」
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
な
ど
に
対
す
る

義
援
金
の
受
け
付
け
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎
24―

６
２
２
６

消防功労者
表　彰

令和３年度の消防功労者表彰において、長年にわたり地域
の火災予防に尽力された功績により、本市消防団の方々が
消防庁長官から表彰されました。

◆市消防団幹部の異動
　４月１日からの本市消防団幹部は次の方々です
　 消防団長　　　伊藤　　博さん（岩城亀田大町）
　 副団長　　　　阿部　一彦さん（五十土）
　 副団長　　　　東海林　優さん（滝）
　 副団長　　　　阿部　昭彦さん（葛法）
　 本荘分団長　　三浦九十九さん（親川）
　 矢島分団長　　佐藤　一弘さん（矢島町城内）
　 岩城分団長　　今野　　強さん（岩城二古）
　 由利分団長　　木村　伸英さん（森子）
　 大内分団長　　堀　　嘉哉さん（中館）
　 東由利分団長　佐々木善永さん（東由利宿）
新 西目分団長　　佐々木良一さん（西目町沼田）
　 鳥海分団長　　村上　吉和さん（鳥海町上川内）

団本部
阿部昭彦さん

矢島分団
佐藤一弘さん

大内分団
佐々木功さん

東由利分団
遠藤　勝さん

鳥海分団
高橋豊昭さん

【消防庁長官定例表彰】永年勤続功労章

栄
誉
栄
誉
栄
誉
栄
誉
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6
羽
後
本
荘
駅
　駅
前
広
場
・
駅
東
広
場

整
備
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
昨
年
、
羽
後
本
荘
駅
舎
と
東
西

自
由
通
路
を
供
用
開
始
し
、
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
本
年
度

末
ま
で
引
き
続
き
駅
前
・
駅
東
広

場
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
駅
前
広
場
は
、
現
在
の
広
場
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
歩
道
シ
ェ
ル

タ
ー
（
屋
根
）
を
設
置
し
、
現
在

の
駐
車
場
は
有
料
駐
車
場
と
し
て

整
備
し
ま
す
。

　
駅
東
広
場
は
、
現
在
仮
設
供
用

し
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
も
歩
道

シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
し
、
有
料
駐

車
場
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
工
事

着
手
の
際
に
は
、
あ
ら
た
め
て
本

紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
は
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
駅
前
・

駅
東
広
場
と
も
に
安
全
性
や
利
便

性
向
上
の
た
め
、
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

☎
24―

６
３
３
２

7
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
支
援
に
係
る

募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す

　
平
穏
な
生
活
と
命
が
脅
か
さ
れ

て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
を
支

援
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
募
金

箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
集
ま
っ
た
募
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ

て
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
で
の
人

道
危
機
対
応

お
よ
び
ウ
ク

ラ
イ
ナ
か
ら

の
避
難
民
を
受
け
入
れ
る
周
辺
国

と
そ
の
他
の
国
々
に
お
け
る
救
援

活
動
の
支
援
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　
１
日
も
早
い
事
態
の
収
束
を
願

い
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
箱
設
置
場
所

▽
市
役
所
本
庁
舎
　
▽
鶴
舞
会
館

▽
各
総
合
支
所

募
金
箱
設
置
期
間

５
月
31
日
㈫
ま
で

駅前広場▶

◀駅東広場

※画像はイメージです。実際の完成と異なる場合があります。

開
設
時
間

８
時
半
〜
17
時
15
分

※

日
赤
で
は
こ
の
ほ
か
に
も
「
福

島
県
沖
地
震
災
害
義
援
金
」
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
な
ど
に
対
す
る

義
援
金
の
受
け
付
け
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎
24―

６
２
２
６

消防功労者
表　彰

令和３年度の消防功労者表彰において、長年にわたり地域
の火災予防に尽力された功績により、本市消防団の方々が
消防庁長官から表彰されました。

◆市消防団幹部の異動
　４月１日からの本市消防団幹部は次の方々です
　 消防団長　　　伊藤　　博さん（岩城亀田大町）
　 副団長　　　　阿部　一彦さん（五十土）
　 副団長　　　　東海林　優さん（滝）
　 副団長　　　　阿部　昭彦さん（葛法）
　 本荘分団長　　三浦九十九さん（親川）
　 矢島分団長　　佐藤　一弘さん（矢島町城内）
　 岩城分団長　　今野　　強さん（岩城二古）
　 由利分団長　　木村　伸英さん（森子）
　 大内分団長　　堀　　嘉哉さん（中館）
　 東由利分団長　佐々木善永さん（東由利宿）
新 西目分団長　　佐々木良一さん（西目町沼田）
　 鳥海分団長　　村上　吉和さん（鳥海町上川内）

団本部
阿部昭彦さん

矢島分団
佐藤一弘さん

大内分団
佐々木功さん

東由利分団
遠藤　勝さん

鳥海分団
高橋豊昭さん

【消防庁長官定例表彰】永年勤続功労章
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　夜間の電話対応については、４月から警備
保障会社のコールセンターへ転送されます。
緊急性のある用件については、コールセンタ
ーのオペレーターにお申し付けいただくこと
で、担当職員から折り返し連絡して対応しま
す。ご理解とご協力をお願いします。

◆転送先
　ＡＬＳＯＫ秋田株式会社　コールセンター
◆転送となる電話番号
　管理課　　☎２２―４３７５
　営業課　　☎２２―３５０４
　　　　　　☎０１２０―２０―３５０４
　水道課　　☎２２―２３２６
　ガス課　　☎２２―０４０２
　下水道課　☎２４―６３３６

　　企業局管理課　☎２２―４３７５

企業局庁舎の夜間宿直業務を
　　　　　　　　　　終了します

問
問

　春は林野火災が多く発生
します。この時期は降雨量
が少なく、空気が乾燥して
強風が吹くなど、林野火災
が発生しやすい気象条件と
なっています。次の点に注
意して林野火災の予防にご協力をお願いします。

○枯れ草などのある火災が起こりやすい場所では、た
　き火をしないこと
○たき火を行う際は必ず消火用具を準備すること
○火気使用中はその場を離れず、使用後は完全に消火
　すること
○喫煙は指定場所で行い、吸い殻は完全に消火したこ
　とを確認すること
○強風時および乾燥時には、たき火をしないこと
○火遊びはしない、させないこと

　　消防本部予防課　☎２２―４２８７
　　または消防署　　☎２２―００１１

林野火災の予防にご協力を！

◆
笑
売
繁
盛
を
毎
回
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
由
利

本
荘
市
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、
地
元
の
特
産
品
や
お
店

な
ど
知
ら
な
い
で
い
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
情
報

提
供
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
の
掲
載
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
茂
木
さ
ん
・
60
代
・
矢
島
地
域
）

◆
連
日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
ニ
ュ
ー
ス
に
、
胸
が
張

り
裂
け
そ
う
で
す
。
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
湊

市
長
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
ほ

し
い
旨
の
メ
ー
ル
を
送
る
と
、
す
ぐ
に
返
信
が
き
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。（
加
藤
さ
ん
・
70
代
・
矢
島
地
域
）

おたより
お待ちして
います

「
声
　
お
た
よ
り
」
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る
こ
と
や
広
報
紙

へ
の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
た
く
さ
ん
の
声
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電

子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

宛
先
　
広
報
広
聴
課
　
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

連
絡
先
・
お
た
よ
り
」
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

市から賀詞と祝い金が
贈呈されました

佐藤　タネヨさん
（大正11年３月27日生まれ・
　　　　　　鳥海町下直根）

～これからも元気で
　　お過ごしください～

おめでとうございます
満100歳

　
　
ん
び
り
引
っ
越
し
を
終
え
る
つ
も

　
　
り
が
、
実
際
は
大
慌
て
。
一
人
暮

ら
し
で
こ
ん
な
に
物
が
必
要
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
も
っ
と
計
画
性
を
身

に
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。  

（
一
輝
）

　
　
ー
っ
と
立
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

　
　
て
、
実
は
や
る
気
満
々
で
す
。
巨

大
な
情
報
発
信
電
波
塔　
　
に
と
期

待
？
さ
れ
て
異
動
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

情
報
発
信
に
精
進
し
ま
す
。（
タ
ワ
ー
）

　
　
な
げ
に
も
、
立
派
な
姿
で
閉
園
式

　
　
に
臨
ん
だ
松
ヶ
崎
保
育
園
の
皆
さ

ん
。
地
域
の
方
に
温
か
く
見
守
ら
れ
て

育
く
ん
だ
「
は
ま
っ
こ
」
魂
で
、
す
く

す
く
成
長
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
!!
☆

　
　
ら
た
に
広
報
広
聴
課
へ
加
わ
り
ま

　
　
し
た
。
文
章
を
書
く
の
が
苦
手
な

私
で
す
が
、
地
域
の
明
る
い
話
題
を
皆

さ
ま
に
届
け
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
（
Ｏ
Ｄ
Ｃ
）

　
　
る
か
に
強
そ
う
な
ス
ペ
イ
ン
や
ド

　
　
イ
ツ
と
同
組
と
な
っ
た
Ｗ
杯
�
の

日
本
。
強
豪
ひ
し
め
く
「
死
の
組
」
と

い
う
よ
り
は
、
日
本
に
と
っ
て
「
死
の

組
み
合
わ
せ
」
で
す
よ
ね

    （
一
男
）

　
　
の
交
通
安
全
運
動
。
黄
色
い
帽
子

　
　
の
新
入
学
児
童
は
、
ま
だ
ま
だ
登

下
校
に
不
慣
れ
で
す
。
歩
行
者
フ
ァ
ー

ス
ト
を
心
が
け
て
、
子
ど
も
た
ち
を
交

通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。   

（
紀
）

ちょっとひといき・・・
春 は あ け ぼ の

畑山　清虎ちゃん（貴大さん）浜三川

吉村　めいちゃん（正治さん）一番堰

小浜　弓弦ちゃん（直人さん）石脇

三浦陽菜乃ちゃん（貴弘さん）鶴沼

三浦つむぎちゃん（和也さん）蟻山

齊藤　芽来ちゃん（雄作さん）滝ノ沢

<３月16日～３月31日受け付け分>

   きよたけ

　　

　　ゆづる　 　

  ひなの

     

　　めくる

齋藤　禾笑ちゃん（晃規さん）薬師堂

松田　絃勇ちゃん（嘉樹さん）玉ノ池

鈴木龍昇輝ちゃん（育美さん）雪車町

鈴木　桜都ちゃん（ 盡 さん）赤沼下

佐藤　千颯ちゃん（愛希さん）東梵天

今野　　桜ちゃん（ 脩 さん）中梵天

　　 かえ

　 けんゆう

　りとら

　   おと

　　ちはや

　　  さくら

三船　イセさん

太田　拓子さん

菊地　　忠さん

佐藤　利雄さん

菅𠩤　文子さん

大坂　エミさん

齋藤　タヱさん

加藤　一男さん

多田勘一郎さん

菊地　　紀さん

畠山　惠子さん

小野　勝男さん

河本　清一さん

畠山　卓三さん

（矢島町七日町・ 90歳）

（矢島町七日町・ 85歳）

（岩城勝手・ 84歳）

（岩城二古・ 90歳）

（岩城六呂田・ 90歳）

（岩城滝俣・ 87歳）

（岩城勝手・ 79歳）

（新上条・ 93歳）

（前郷・ 94歳）

（前郷・ 79歳）

（中田代・ 87歳）

（東由利蔵・ 77歳）

（東由利杉森・ 72歳）

（東由利田代・ 86歳）

小野　節子さん

石渡　チエさん

小野　忠守さん

工藤　　孝さん

髙橋美紀子さん

村上　ミキさん

梶原榮一郎さん

真坂　ムネさん

佐藤トラヱさん

其部　武雄さん

梶原タマ子さん

小沼マサヨさん

村上　ツギさん

三浦　盛義さん

（東由利蔵・ 78歳）

   （東由利蔵・ 92歳）

（東由利宿・ 96歳）

（西目町沼田・ 68歳）

（西目町沼田・ 75歳）

（鳥海町上川内・ 91歳）

（鳥海町上直根・ 83歳）

（鳥海町下直根・ 93歳）

（鳥海町小川・ 95歳）

（鳥海町上笹子・ 79歳）

（鳥海町下笹子・ 72歳）

（鳥海町上笹子・ 97歳）

（鳥海町上川内・ 85歳）

（鳥海町上笹子・ 74歳）

<３月16日～３月31日受け付け分>

「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

人 の動き ３月末日現在・住民基本台帳　　　　　　 　   　
（　）は前月比

事故･違反･飲酒運転のない街に！
  ３月の人身事故発生状況

事故件数       5件

死亡者数       0人
負傷者数       7人

累計 昨年同期

  24件

0人
27人

26件
0人
28人

）内管署荘本利由・在現日13月３（

東海林悌治さん

原田　久夫さん

赤川ヨシヲさん

齋藤　正美さん

小石　　一さん

佐々木澄江さん

佐々木ハル子さん

三浦　英利さん

工藤　一男さん

（石脇・97歳）

（内黒瀬・86歳）

（石脇・83歳）

（土谷・92歳）

（松ヶ崎・72歳）

（御門・85歳）

（土谷・91歳）

（薬師堂・78歳）

（雪車町・82歳）

（芦川・ 93歳）

（東梵天・ 91歳）

（鳥田目・ 80歳）

（西梵天・ 92歳）

（松ヶ崎・ 82歳）

（一番堰・ 90歳）

（水林・ 81歳）

（大沢・ 94歳）

（鶴沼・ 86歳）

佐藤　　忠さん

伊東美智子さん

小松　正子さん

髙橋　妙子さん

渡部　ヨシさん

岡部　德子さん

髙橋　野部さん

鈴木ヲフタさん

小田　英介さん

佐藤　久右衞門さん（旧鳥海町功労者・鳥海町栗沢）

会社のＰＲ、生徒の募集などにご活用ください

【料金】　Ａ号（縦50㍉×横87㍉）２万円（税込み）
　　　　　Ｂ号（縦50㍉×横183㍉）４万円（税込み）
　お申し込みは掲載希望号の40日前まで。詳しくは広報
　広聴課にお問い合わせください。

佐藤　空琉ちゃん（李来さん）川口

三浦　結菜ちゃん（健徳さん）岩谷町

工藤　颯汰ちゃん（由夏さん）大内三川

佐々木絵未ちゃん（克彦さん）東由利宿

三浦陽虹春ちゃん（光生さん）西目町沼田

　　くうる

　　ゆいな

　　 そうた

　   えみ

 ひなはる

【お詫び・訂正】
４月１日号に掲載した三浦心粋ちゃんのフリ
ガナ「こつき」は誤りで、正しくは「こっき」
でした。お詫びして訂正します。

　３月27日永眠されました。昭和 44 年から平成10 年まで
通算10年10カ月にわたり旧鳥海町農業委員を務め、この
間、平成４年からの４年10カ月は旧鳥海町農業協同組合の
組合長理事を務めるなど、農産業の発展に尽力されました。
平成15年鳥海町産業功労。92歳。

人口   73,548人（-254）
男=35,313人（-130）
女=38,235人（-124）

世帯数30,744世帯 （ -   6）
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　夜間の電話対応については、４月から警備
保障会社のコールセンターへ転送されます。
緊急性のある用件については、コールセンタ
ーのオペレーターにお申し付けいただくこと
で、担当職員から折り返し連絡して対応しま
す。ご理解とご協力をお願いします。

◆転送先
　ＡＬＳＯＫ秋田株式会社　コールセンター
◆転送となる電話番号
　管理課　　☎２２―４３７５
　営業課　　☎２２―３５０４
　　　　　　☎０１２０―２０―３５０４
　水道課　　☎２２―２３２６
　ガス課　　☎２２―０４０２
　下水道課　☎２４―６３３６

　　企業局管理課　☎２２―４３７５

企業局庁舎の夜間宿直業務を
　　　　　　　　　　終了します

問
問

　春は林野火災が多く発生
します。この時期は降雨量
が少なく、空気が乾燥して
強風が吹くなど、林野火災
が発生しやすい気象条件と
なっています。次の点に注
意して林野火災の予防にご協力をお願いします。

○枯れ草などのある火災が起こりやすい場所では、た
　き火をしないこと
○たき火を行う際は必ず消火用具を準備すること
○火気使用中はその場を離れず、使用後は完全に消火
　すること
○喫煙は指定場所で行い、吸い殻は完全に消火したこ
　とを確認すること
○強風時および乾燥時には、たき火をしないこと
○火遊びはしない、させないこと

　　消防本部予防課　☎２２―４２８７
　　または消防署　　☎２２―００１１

林野火災の予防にご協力を！

◆
笑
売
繁
盛
を
毎
回
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
由
利

本
荘
市
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、
地
元
の
特
産
品
や
お
店

な
ど
知
ら
な
い
で
い
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
情
報

提
供
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
の
掲
載
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
茂
木
さ
ん
・
60
代
・
矢
島
地
域
）

◆
連
日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
ニ
ュ
ー
ス
に
、
胸
が
張

り
裂
け
そ
う
で
す
。
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
湊

市
長
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
ほ

し
い
旨
の
メ
ー
ル
を
送
る
と
、
す
ぐ
に
返
信
が
き
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。（
加
藤
さ
ん
・
70
代
・
矢
島
地
域
）

おたより
お待ちして
います

「
声
　
お
た
よ
り
」
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る
こ
と
や
広
報
紙

へ
の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
た
く
さ
ん
の
声
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電

子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

宛
先
　
広
報
広
聴
課
　
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

連
絡
先
・
お
た
よ
り
」
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

市から賀詞と祝い金が
贈呈されました

佐藤　タネヨさん
（大正11年３月27日生まれ・
　　　　　　鳥海町下直根）

～これからも元気で
　　お過ごしください～

おめでとうございます
満100歳

　
　
ん
び
り
引
っ
越
し
を
終
え
る
つ
も

　
　
り
が
、
実
際
は
大
慌
て
。
一
人
暮

ら
し
で
こ
ん
な
に
物
が
必
要
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
も
っ
と
計
画
性
を
身

に
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。  

（
一
輝
）

　
　
ー
っ
と
立
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

　
　
て
、
実
は
や
る
気
満
々
で
す
。
巨

大
な
情
報
発
信
電
波
塔　
　
に
と
期

待
？
さ
れ
て
異
動
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

情
報
発
信
に
精
進
し
ま
す
。（
タ
ワ
ー
）

　
　
な
げ
に
も
、
立
派
な
姿
で
閉
園
式

　
　
に
臨
ん
だ
松
ヶ
崎
保
育
園
の
皆
さ

ん
。
地
域
の
方
に
温
か
く
見
守
ら
れ
て

育
く
ん
だ
「
は
ま
っ
こ
」
魂
で
、
す
く

す
く
成
長
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
!!
☆

　
　
ら
た
に
広
報
広
聴
課
へ
加
わ
り
ま

　
　
し
た
。
文
章
を
書
く
の
が
苦
手
な

私
で
す
が
、
地
域
の
明
る
い
話
題
を
皆

さ
ま
に
届
け
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
（
Ｏ
Ｄ
Ｃ
）

　
　
る
か
に
強
そ
う
な
ス
ペ
イ
ン
や
ド

　
　
イ
ツ
と
同
組
と
な
っ
た
Ｗ
杯
�
の

日
本
。
強
豪
ひ
し
め
く
「
死
の
組
」
と

い
う
よ
り
は
、
日
本
に
と
っ
て
「
死
の

組
み
合
わ
せ
」
で
す
よ
ね

    （
一
男
）

　
　
の
交
通
安
全
運
動
。
黄
色
い
帽
子

　
　
の
新
入
学
児
童
は
、
ま
だ
ま
だ
登

下
校
に
不
慣
れ
で
す
。
歩
行
者
フ
ァ
ー

ス
ト
を
心
が
け
て
、
子
ど
も
た
ち
を
交

通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。   

（
紀
）

ちょっとひといき・・・
春 は あ け ぼ の

　
　

畑山　清虎ちゃん（貴大さん）浜三川

吉村　めいちゃん（正治さん）一番堰

小浜　弓弦ちゃん（直人さん）石脇

三浦陽菜乃ちゃん（貴弘さん）鶴沼

三浦つむぎちゃん（和也さん）蟻山

齊藤　芽来ちゃん（雄作さん）滝ノ沢

<３月16日～３月31日受け付け分>

   きよたけ

　　

　　ゆづる　 　

  ひなの

     

　　めくる

齋藤　禾笑ちゃん（晃規さん）薬師堂

松田　絃勇ちゃん（嘉樹さん）玉ノ池

鈴木龍昇輝ちゃん（育美さん）雪車町

鈴木　桜都ちゃん（ 盡 さん）赤沼下

佐藤　千颯ちゃん（愛希さん）東梵天

今野　　桜ちゃん（ 脩 さん）中梵天

　　 かえ

　 けんゆう

　りとら

　   おと

　　ちはや

　　  さくら

三船　イセさん

太田　拓子さん

菊地　　忠さん

佐藤　利雄さん

菅𠩤　文子さん

大坂　エミさん

齋藤　タヱさん

加藤　一男さん

多田勘一郎さん

菊地　　紀さん

畠山　惠子さん

小野　勝男さん

河本　清一さん

畠山　卓三さん

（矢島町七日町・ 90歳）

（矢島町七日町・ 85歳）

（岩城勝手・ 84歳）

（岩城二古・ 90歳）

（岩城六呂田・ 90歳）

（岩城滝俣・ 87歳）

（岩城勝手・ 79歳）

（新上条・ 93歳）

（前郷・ 94歳）

（前郷・ 79歳）

（中田代・ 87歳）

（東由利蔵・ 77歳）

（東由利杉森・ 72歳）

（東由利田代・ 86歳）

小野　節子さん

石渡　チエさん

小野　忠守さん

工藤　　孝さん

髙橋美紀子さん

村上　ミキさん

梶原榮一郎さん

真坂　ムネさん

佐藤トラヱさん

其部　武雄さん

梶原タマ子さん

小沼マサヨさん

村上　ツギさん

三浦　盛義さん

（東由利蔵・ 78歳）

   （東由利蔵・ 92歳）

（東由利宿・ 96歳）

（西目町沼田・ 68歳）

（西目町沼田・ 75歳）

（鳥海町上川内・ 91歳）

（鳥海町上直根・ 83歳）

（鳥海町下直根・ 93歳）

（鳥海町小川・ 95歳）

（鳥海町上笹子・ 79歳）

（鳥海町下笹子・ 72歳）

（鳥海町上笹子・ 97歳）

（鳥海町上川内・ 85歳）

（鳥海町上笹子・ 74歳）

<３月16日～３月31日受け付け分>

「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

人 の動き ３月末日現在・住民基本台帳　　　　　　 　   　
（　）は前月比

事故･違反･飲酒運転のない街に！
  ３月の人身事故発生状況

事故件数       5件

死亡者数       0人
負傷者数       7人

累計 昨年同期

  24件

0人
27人

26件
0人
28人

）内管署荘本利由・在現日13月３（

東海林悌治さん

原田　久夫さん

赤川ヨシヲさん

齋藤　正美さん

小石　　一さん

佐々木澄江さん

佐々木ハル子さん

三浦　英利さん

工藤　一男さん

（石脇・97歳）

（内黒瀬・86歳）

（石脇・83歳）

（土谷・92歳）

（松ヶ崎・72歳）

（御門・85歳）

（土谷・91歳）

（薬師堂・78歳）

（雪車町・82歳）

（芦川・ 93歳）

（東梵天・ 91歳）

（鳥田目・ 80歳）

（西梵天・ 92歳）

（松ヶ崎・ 82歳）

（一番堰・ 90歳）

（水林・ 81歳）

（大沢・ 94歳）

（鶴沼・ 86歳）

佐藤　　忠さん

伊東美智子さん

小松　正子さん

髙橋　妙子さん

渡部　ヨシさん

岡部　德子さん

髙橋　野部さん

鈴木ヲフタさん

小田　英介さん

佐藤　久右衞門さん（旧鳥海町功労者・鳥海町栗沢）

会社のＰＲ、生徒の募集などにご活用ください

【料金】　Ａ号（縦50㍉×横87㍉）２万円（税込み）
　　　　　Ｂ号（縦50㍉×横183㍉）４万円（税込み）
　お申し込みは掲載希望号の40日前まで。詳しくは広報
　広聴課にお問い合わせください。

佐藤　空琉ちゃん（李来さん）川口

三浦　結菜ちゃん（健徳さん）岩谷町

工藤　颯汰ちゃん（由夏さん）大内三川

佐々木絵未ちゃん（克彦さん）東由利宿

三浦陽虹春ちゃん（光生さん）西目町沼田

　　くうる

　　ゆいな

　　 そうた

　   えみ

 ひなはる

【お詫び・訂正】
４月１日号に掲載した三浦心粋ちゃんのフリ
ガナ「こつき」は誤りで、正しくは「こっき」
でした。お詫びして訂正します。

　３月27日永眠されました。昭和 44 年から平成10 年まで
通算10年10カ月にわたり旧鳥海町農業委員を務め、この
間、平成４年からの４年10カ月は旧鳥海町農業協同組合の
組合長理事を務めるなど、農産業の発展に尽力されました。
平成15年鳥海町産業功労。92歳。

人口   73,548人（-254）
男=35,313人（-130）
女=38,235人（-124）

世帯数30,744世帯 （ -   6）



この広報紙は30,000部印刷し、印刷費は1部あたり約22.0円です。

由利本荘市では、地域内の
との

しています!
コミュニティバス路線バス
接続を強化

1カ月
10,000円

6カ月
36,000円

3カ月
21,000円

12


